






性差の検討 （坂田・岩永 , 1998） や不安傾向など
の性格的特徴との関連が検討されている （e.g., 松























しては，レビー小体型認知症 （DLB: Dementia 
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られる （渡部・西尾 , 2016）。近年では，このよ
うなパレイドリアの程度を測定するツールとして
パレイドリアテストが開発され，DLB の診断に
活用する試みもすすめられている （Mamiya et 
al., 2016; Yokoi, Nishio, Uchiyama, Shimomura, 
Iizuka, & Mori, 2014; 佐藤・福井 , 2017）。
また，健常成人を対象に視覚刺激に対する知覚・
認知上の特徴と超常現象に対する態度を検討した
研究としては，Riekki , Lindeman, Aleneff , 




















れた。顔検出課題には，大学生 108 名 （男性 61
名 , 女性 45 名 , 性別不明 2 名 , 平均年齢 18.46 歳
, SD: 1.18 歳 , 年齢不明 3 名） が参加し，超常現象
体験に関する調査に関しては，大学生 115 名 （男
性 68 名 , 女性 46 名 , 性別不明 1 名 , 平均年齢






加者は 93 名 （男性 53 名 , 女性 40 名 , 平均年齢
18.43 歳 , SD: 1.04 歳） であった。
顔検出課題
パレイドリアの傾向を調査するために，本研究
では Yokoi et al（2014） が作成したノイズ・パ
レイドリアテストの図版を刺激として使用した。
パレイドリアテストは本来，レビー小体型認知症 
（DLB） と ア ル ツ ハ イ マ ー 型 認 知 症 （AD: 
Alzheimer's Disease） を鑑別することを目的と








間を各画像あたり 5 秒間に短縮し，練習用 3 枚，





































それぞれの項目に書かれた内容について 4 件法 






































の得点の平均値は男性で 0.99 （SD : 1.18），女性
では -0.21 （SD : 0.13） となった。また，超能力
因子得点は男性で 0.11 （SD : 1.25） となり，女性
では -0.12 （SD : 0.38） となった。幽霊因子に関
しては男性で平均が 0.15 （SD : 1.04） となり，女
性では -0.15 （SD : 0.77） となった。宇宙人因子
では女性に比べて男性の得点が有意に高かった 




られたのはテストに回答した 108 名の中で 44 名
であった （図 2）。パレイドリア様反応の平均回





無群 （M = -0.207, SD = 0.150） と比較してパレ
イドリア様反応有群 （M = 0.173, SD = 1.274） の
方が，「宇宙人因子」の得点が有意に高くなって
いた （t （87） = 2.14, p < .05）。また，有意ではな
いものの「幽霊因子」の得点についてもパレイド
リア様反応有群 （M = 0.216, SD = 0.932） で無群 
（M = -0.155, SD = 0.865） よりも高い傾向にあっ
一般大学生における超常現象体験報告と顔知覚上の特徴との関連260













宇宙人を見たことがある 1.027 −.112 −.060
宇宙人に会ったことがある .993 −.075 −.065
宇宙人と話したことがある .833 .071 −.097
宇宙人の存在を感じたことがある .599 .073 .151
幽霊によって不幸にされた .550 .188 .170
精神の力で他人の病気を治したことがある .022 .955 −.060
魔法を使っている人を見たことがある −.100 .787 −.024
呪文によって呪いをかけたことがある −.017 .725 −.071
精神の力で自分の病気を治してもらった .067 .723 −.052
テレパシーを感じたことがある .110 .456 .176
「虫の知らせ」により身内の不幸を知った −.024 .430 .255
幽霊を見たことがある .045 −.176 .884
写真を撮った時に幽霊がうつったことがある −.063 .036 .758
幽霊の存在を感じたことがある −.015 .058 .672
本物の心霊写真を見たことがある −.115 .007 .665
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図 2　 パレイドリア様反応有群と無群における各因子
得点の平均値 （エラーバーは SE）

